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そ
れ
で
は
、
臨
時
総
代
会
を
開
会
す
る
に
当
た
り
ま
し

て
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
は
、
大
変
暑
い
な
か
そ
し
て
、
収
穫
期
を
前
に
、

何
か
と
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
ご
参
集
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
総
代
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
組
合
員

の
代
表
と
し
て
土
地
改
良
区
運
営
に
ご
尽
力
賜
り
、
更
に

日
頃
地
域
農
業
の
発
展
の
た
め
に
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま

す
こ
と
に
対
し
て
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

今
年
も
、
集
中
豪
雨
や
台
風
に
よ
り
、
自
然
災
害
が
全

国
各
地
で
頻
発
し
、甚
大
な
被
害
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

　

大
分
・
福
岡
県
を
中
心
と
し
た
九
州
北
部
の
土
石
流
災

害
、
秋
田
県
大
仙
市
の
大
水
害
な
ど
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
害
に
遭
わ
れ

た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
新
津
郷
管
内
に
お
き
ま
し
て
も
、
七
月
は
三

回
、
八
月
に
二
回
、
大
雨
を
伴
う
雨
雲
や
第
五
号
台
風
の

影
響
に
よ
り
ま
し
て
都
合
五
回
に
亘
り
大
雨
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。

　

ご
承
知
の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が
、
基
幹
排
水
施
設
の

大
秋
排
水
機
場
及
び
覚
路
津
排
水
機
場
は
常
時
、
ポ
ン
プ

で
の
機
械
排
水
を
行
う
施
設
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
新
津
郷
区
の
水
田
排
水
機
場
や
新
津
東
区
の

新
津
東
部
を
始
め
と
す
る
多
く
の
排
水
機
場
に
つ
き
ま
し

て
は
、
外
水
、
い
わ
ゆ
る
河
川
水
位
が
上
昇
し
た
時
の
み
、

機
械
排
水
で
対
処
す
る
施
設
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
運
転
操
作
員
は
常
駐
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
緊
急

配
備
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
夜
半
過
ぎ
の
雨
も
あ
り
ま
し
た
が
、
遅
滞
な
く

初
動
体
制
が
と
れ
、
地
元
運
転
操
作
員
の
皆
様
の
ご
協
力

の
お
か
げ
も
あ
り
ま
し
て
、
大
き
な
被
害
の
発
生
も
な
く

事
な
き
を
得
ま
し
た
。

　

私
ど
も
の
土
地
改
良
区
の
管
内
は
地
勢
か
ら
内
水
排
除

の
ほ
か
に
、
こ
う
い
っ
た
河
川
水
位
上
昇
に
迅
速
に
対
応

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
を
十
分
踏
ま

え
た
な
か
で
、
今
後
と
も
危
機
管
理
体
制
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

一
方
、
用
水
に
つ
き
ま
し
て
は
、
河
川
の
極
端
な
水
位

低
下
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
割
合
と
安
定
し
た
用
水

供
給
が
な
さ
れ
た
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
新
津
郷
区
の
中
央
管
理
シ
ス
テ
ム
が
故

障
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
後
半
か
ら
、
車
場
揚
水
機

場
に
運
転
操
作
員
を
常
駐
配
備
し
た
う
え
で
、
操
作
に
あ

た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
造
成
か
ら
三
十

年
ほ
ど
経
過
し
た
老
朽
化
施
設
で
あ
り
ま
す
の
で
、
更
な

る
対
策
工
事
を
施
す
必
要
が
生
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
八
年
度
に
続
き
、
平
成
二
十
九
年
度
も
継
続

　
　

理
事
長　

髙

井

一

郎

――  

臨
時
総
代
会
の
要
旨

臨
時
総
代
会
の
要
旨  

――

ご

あ

い

さ

つ

ご

あ

い

さ

つ
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し
て
国
営
施
設
応
急
対
策
工
事
を
実
施
し
て
も
ら
う
た

め
、
し
な
ち
ょ
う
さ
ん
そ
し
て
県
、
管
理
主
体
の
新
潟
市

さ
ん
と
協
議
し
た
中
で
、
現
在
計
画
し
て
い
る
国
営
事
業

の
中
に
組
み
入
れ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
て
、
今
年
度
用

水
終
了
後
に
実
施
予
定
で
お
り
ま
す
の
で
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
「
コ
メ
の
三
十
年
問
題
」
と
い
わ
れ
る
「
直

接
支
払
交
付
金
」
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
コ
メ
農
家
は
国
が
提
示
し
た
目
標
に
従
っ

て
い
ま
し
た
が
、
三
十
年
以
降
、
国
は
直
接
的
な
関
与
を

し
な
い
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
、
様
々
な
憶
測
が
飛
び

交
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昔
、
こ
の
辺
に
は
、
広
大
な
低
湿
地
が
広
が
っ
て
お
り
、

劣
悪
な
環
境
の
中
で
水
と
闘
い
な
が
ら
米
づ
く
り
を
行

い
、
幾
多
の
先
人
た
ち
の
新
田
開
発
と
い
う
努
力
か
ら
始

ま
り
、
全
国
一
の
コ
メ
ど
こ
ろ
に
育
て
あ
げ
た
わ
け
で
す

が
、
今
は
逆
に
「
コ
メ
へ
の
依
存
体
質
」
と
揶
揄
さ
れ
る

部
分
は
あ
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
主
軸
農
作
物
は
コ
メ

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
あ
り
方
が
平
成
三
十
年
度
を
境
に
劇

的
に
変
わ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
コ
メ
の
産
業
構
造
は
も
ち

ろ
ん
、
農
村
・
農
家
の
形
姿
も
ま
た
変
容
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

で
は
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ

す
る
の
は
非
常
に
困
難
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
で
も
ど
う
し
て
も
や
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
、
良
好
な
営
農
条
件
を
備
え
た
農
地
を
造
り
、
併
せ

て
適
切
な
施
設
の
更
新
を
図
る
こ
と
。こ
の
二
つ
が
目
下
、

全
郷
で
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
、
国
営
事
業
そ
し
て
圃

場
整
備
事
業
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

国
営
新
津
郷
地
区
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
今
の
と
こ
ろ

二
十
九
年
度
ま
で
地
区
調
査
、
全
体
実
施
設
計
を
経
て
平

成
三
十
一
年
度
事
業
着
手
予
定
で
あ
り
ま
す
。
老
朽
化
対

策
は
勿
論
の
こ
と
、
水
管
理
の
合
理
化
に
よ
り
、
将
来
の

維
持
管
理
費
低
減
を
目
指
し
て
取
り
組
む
も
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

圃
場
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
東
事
業
区
の
両
新
地
区

が
、
二
十
九
年
度
を
以
て
漸
く
面
工
事
完
了
ま
で
辿
り
着

く
予
定
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新
津
郷
田
上
地
区
は
、
平

成
三
十
一
年
度
着
工
に
向
け
、
今
年
二
十
九
年
度
か
ら

調
査
計
画
事
業
に
入
っ
て
お
り
ま
す
し
、
新
関
地
区
が

三
十
二
年
度
着
工
に
向
け
て
取
り
組
み
が
進
ん
で
お
り
ま

す
。
ほ
か
に
、
西
幹
線
地
区
・
阿
賀
満
地
区
に
お
き
ま
し

て
も
、
早
期
着
工
を
目
指
し
、
推
進
を
図
っ
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

圃
場
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
と
り
わ
け
新
津
郷

区
で
は
、
前
歴
国
営
事
業
、
付
帯
県
営
事
業
へ
の
取
り
組

み
の
な
か
で
「
遅
ま
き
感
」
は
ぬ
ぐ
え
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、

完
成
ま
で
に
長
い
期
間
を
要
す
る
事
業
で
ご
ざ
い
ま
す
。

狭
小
な
圃
場
を
解
消
し
、
大
型
機
械
で
の
作
業
が
叶
い
、

高
収
益
作
物
を
作
れ
る
基
盤
整
備
を
実
施
す
る
た
め
、
皆

様
方
か
ら
絶
大
な
る
ご
理
解
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
も
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

次
に
事
務
所
建
設
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

近
年
、
多
発
し
て
お
り
ま
す
大
地
震
災
害
に
備
え
て
、

築
五
十
年
経
過
し
た
老
朽
化
し
た
事
務
所
と
い
う
こ
と

で
、
建
替
え
を
前
提
に
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
し
て
、
先
日
も
専
門
委
員
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
規
模
で
、
ど
こ
に
建
て
る
の
か
、
一
番
肝

心
な
と
こ
ろ
が
残
念
な
が
ら
、
皆
様
に
報
告
で
き
る
段
階

に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

来
る
三
月
の
通
常
総
代
会
で
は
あ
る
程
度
具
体
的
な
報

告
が
で
き
る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
情
勢
は
、
ま
す
ま
す
先
が
見

え
な
い
状
況
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
足
下
を
し
っ
か

り
見
据
え
つ
つ
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
組
合
員
の
負

託
に
応
え
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
皆
様
方
か
ら
更
な
る
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
る
し
だ
い
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
日
上
程
い
た
し
ま
す
全
議

案
、
慎
重
審
議
賜
り
ま
し
て
、
適
切
な
る
ご
議
決
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
冒
頭
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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　平成29年８月23日㈬  午後１時30分から  当土地改良区の三階大会議室において、第85回臨

時総代会を開催いたしました。

　議長には、第11工区  太田淑雄  総代を選任し、各議案を慎重審議した結果、全議案満場一致

で可決し、午後３時40分に閉会いたしました。

開 催 日　　平成29年８月23日㈬　

議 事

出席者数　　総代定数　70名

　　　　　　　　出席　63名　　　欠席　７名

全議案原案通り可決

　　報告第１号　新津郷土地改良区所有財産（土地）の処分について

　　承認第１号　平成28年度　事業報告について

　　承認第２号　平成28年度　収支決算及び財産目録について

　　監査報告

　　議案第１号　新津郷土地改良区役員選挙規程の一部改正について

　　議案第２号　平成29年度　土地改良事業実施計画の変更について

　　議案第３号　平成29年度　平準化事業及び
経営安定対策基盤整備緊急支援事業の計画変更について

　　議案第４号　平成29年度　収支補正予算について

議長　第 11 区議長　第 11 区

太田淑雄太田淑雄  総代  総代

第85回臨時総代会を開催第85回臨時総代会を開催
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平成28年度　決 算 の 概 要

科 目 決 算 額 予 算 額 比 較 増 減 決 算 の 主 な 内 容

収

入

1.組 合 費 416,706,755 418,140,000 △ 1,433,245 組合費
2.補 助 金 9,183,000 9,180,000 3,000 国営造成施設管理体制整備促進事業
3.諸 収 入 166,657,712 166,880,000 △ 222,288 過怠金・手数料・過年度収入・繰入金等

4.借 入 金 0 10,000 △ 10,000
5.繰 越 金 7,705,187 7,710,000 △ 4,813 前年度より繰越金
収 入 合 計 600,252,654 601,920,000 △ 1,677,346

科 目 決 算 額 予 算 額 比 較 増 減 決 算 の 主 な 内 容

支

出

1.事 務 費 315,763,778 321,890,000 △ 6,126,222
⑴ 総 代 会 費 10,248,370 10,950,000 △ 701,630 総代報酬・総代実費弁償・総代研修費・会議費

⑵ 事 務 所 費 305,515,408 310,940,000 △ 5,424,592
役員報酬・実費弁償・事務所職員給料・諸手当・
厚生費・光熱水費・通信費・自動車費・負担金・
退職給与引当金・諸税等

2.過 年 度 支 出 0 30,000 △ 30,000 過年度支出
3.組合費繰出金 278,069,706 279,000,000 △ 930,294 繰出金
4.予 備 費 0 1,000,000 △ 1,000,000
支 出 合 計 593,833,484 601,920,000 △ 8,086,516

【収　　入】　　　一金、　 600, 252, 654 円　　収 入 決 算 額
【支　　出】　　　一金、　 593, 833, 484 円　　支 出 決 算 額
【収支差引】　　　一金、　 6, 419, 170 円　　翌 年 度 へ 繰 越

（単位：円）

（単位：円）

科 目 決 算 額 予 算 額 比 較 増 減 決 算 の 主 な 内 容

収

入

1.組 合 費 230,989,927 231,860,000 △ 870,073 組合費

2.補助金及び分担金 158,749,232 161,850,000 △ 3,100,768

維持管理適正化事業・国営造成施設管理体制整備
促進事業・農地耕作条件改善事業・農山漁村振興
交付金（基盤整備促進）小向水田地区・土地改良
施設ＰＣＢ廃棄物処理促進事業・地区外排水負担
金等

3.諸 収 入 14,336,242 10,890,000 3,446,242 使用料・過年度収入・多面的機能支払交付金・事
務費・繰入金・受託費

4.繰 越 金 19,389,967 19,390,000 △ 33 前年度より繰越金
収 入 合 計 423,465,368 423,990,000 △ 524,632

科 目 決 算 額 予 算 額 比 較 増 減 決 算 の 主 な 内 容

支

出

1.事 業 費 333,920,257 363,030,000 △ 29,109,743 揚排水機費・維持管理費・補助事業費・事業事務費
2.借 入 償 還 費 12,270,977 12,290,000 △ 19,023 借入償還元金・利子
3.過 年 度 支 出 0 30,000 △ 30,000 過年度支出
4.繰 出 金 46,640,000 46,640,000 0 繰出金
5.予 備 費 0 2,000,000 △ 2,000,000
支 出 合 計 392,831,234 423,990,000 △ 31,158,766

【収　　入】　　　一金、 423, 465, 368 円　　収 入 決 算 額
【支　　出】　　　一金、　 392, 831, 234 円　　支 出 決 算 額
【収支差引】　　　一金、　 30, 634, 134 円　　翌 年 度 へ 繰 越

一 般 会 計

特別会計新津郷区
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特別会計名 収入決算額 支出決算額 次年度繰越金 特別会計名 収入決算額 支出決算額 次年度繰越金

一 般 会 計 積 立 金 180,660,013 179,710,000 950,013 新 津 郷 区 車 場
揚水機場運転受託会計 17,779,130 17,779,130 0

職 員 退 職 給 与 費 43,430,227 43,430,227 0 新 津 郷 区
太 陽 光 発 電 会 計 9,213,347 8,421,729 791,618

総代・役員顕彰費 6,056,002 5,890,000 166,002 新 津 東 区 決 済 金 23,472,469 23,472,469 0

新 津 郷 区 決 済 金 44,857,619 44,610,000 247,619 新 津 東 区
財 政 調 整 積 立 金 91,699,729 91,699,729 0

新 津 郷 区
財 政 基 金 積 立 金 280,322,815 279,740,000 582,815 新津東区圃場整備事業（満日地区） 131,404,352 130,919,418 484,934

新 津 郷 区
国 営 事 業 負 担 金 404,446,108 404,070,000 376,108 新津東区圃場整備事業（両新地区） 226,513,262 189,798,402 36,714,860

新津郷区大秋・覚路津
排水機場運転受託会計 41,133,000 41,133,000 0 新 津 東 区

基 盤 整 備 積 立 金 59,146,547 59,090,000 56,547

新 津 郷 区 水 田
揚水機場運転受託会計 34,196,836 34,196,836 0

（単位：円）

科 目 決 算 額 予 算 額 比 較 増 減 決 算 の 主 な 内 容

収

入

1.組 合 費 32,636,795 32,650,000 △ 13,205 組合費

2.補助金及び分担金 114,228,996 114,330,000 △ 101,004
農山漁村振興交付金（基盤整備促進）岡田中新田地
区・国営造成施設管理体制整備促進事業・維持管理
適正化事業・県単農業農村整備事業（岡田中新田地
区）・五泉市債務負担事業分担金等

3.諸 収 入 14,303,394 12,920,000 1,383,394 使用料・過年度収入・繰入金・受託費

4.繰 越 金 6,022,378 6,030,000 △ 7,622 前年度より繰越金

収 入 合 計 167,191,563 165,930,000 1,261,563

科 目 決 算 額 予 算 額 比 較 増 減 決 算 の 主 な 内 容

支

出

1.事 業 費 142,599,269 153,480,000 △ 10,880,731 揚排水機費・維持管理費・補助事業費・事業事務費

2.借 入 償 還 費 10,894,260 11,000,000 △ 105,740 借入償還元金・利子

3.繰 出 金 380,000 380,000 0 繰出金

4.過 年 度 支 出 0 70,000 △ 70,000 過年度支出

5.予 備 費 0 1,000,000 △ 1,000,000

支 出 合 計 153,873,529 165,930,000 △ 12,056,471

（単位：円）

【収　　入】　　　一金、　 167, 191, 563 円　　収 入 決 算 額
【支　　出】　　　一金、　 153, 873, 529 円　　支 出 決 算 額
【収支差引】　　　一金、　 13, 318, 034 円　　翌 年 度 へ 繰 越

特別会計新津東区

その他の特別会計
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区　　　　　　　分 金　　　額 区　　　　　　　分 金　　　額
1. 現 金 及 び 預 金 90,741,854 1. 一般会計積立金引当金 418,917,027
2. 未 収 金 1,648,609

特定負債
2. 職 員 退 職給与引当金 166,172,164

流動資産 3. 基 本 財 産 2,065,000 3. 顕 彰 費 引 当 金 11,254,388
4. 特 定 資 産 596,343,579 計 596,343,579

計 690,799,042
1. 土 地 36,628,647
2. 建 物 44,383,600

固定資産 3. 機 器 ・ 車 両 14,255,300
4. 備 品 36,741,007

計 132,008,554

（単位：円）〈共通財産〉

　監事は、新津郷土地改良区定款、監査細則に従い、平成 29 年６月 16 日当土地改良区の平成 29 年
２月１日から平成 29年５月 31日までの業務、会計及び経理状況を監査したので、その結果を報告致
します。
１. 業務に関する事項
　① 業務に関しては、定款、規約、諸規程に基づき適正に運営されていたことを認めます。
　② 事業に関しては、計画に基づき適切に遂行されていることを認めます。
２. 財務に関する事項
　① 関係帳簿並びに証拠書類等も的確に整理されており適正と認めます。

　　　　　平成 29年８月 23日　提出

区　　　　　　　分 金　　　額 区　　　　　　　分 金　　　額
1. 未 収 金 3,598,403 1. 日 本 政 策 金 融 公 庫 5,087,000

流動資産 2. 特 定 資 産 2,794,298,614 長期負債 2. 新津さつき農業協同組合 187,920,000
計 2,797,897,017 計 193,007,000

1. 土 地 72,208,500 1. 決 済 金 引 当 金 604,779,572

固定資産
2. 建 物 4,257,000 2. 財 政 基 金 引 当 金 1,888,236,888
3. 施 設 107,978,400 特定負債 3. 国 営 負 担 引 当 金 290,612,154

計 184,443,900 4. 太 陽 光 発 電 引 当 金 10,670,000
計 2,794,298,614

（単位：円）〈新津郷区〉

区　　　　　　　分 金　　　額 区　　　　　　　分 金　　　額
1. 未 収 金 164,732

長期負債
1. 日 本 政 策 金 融 公 庫 488,507,240

流動資産 2. 特 定 資 産 1,095,749,746 計 488,507,240
計 1,095,914,478 1. 決 済 金 引 当 金 121,233,761

1. 土 地 7,902,000 2. 財 政 調 整 引 当 金 484,862,953
固定資産 2. 機 器 ・ 車 両 9,555,000

特定負債
3. 満 日 圃 場整備引当金 71,870,000

計 17,457,000 4. 両 新 圃 場整備引当金 158,687,866
5. 基 盤 整 備 引 当 金 259,095,166

計 1,095,749,746

（単位：円）〈新津東区〉

財 産 目 録

監 査 報 告

総括監事　石 井 健 一
監　　事　稲 垣 　 学
監　　事　山 崎 廣 一
監　　事　窪 田 陽 一
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事　業　名 区　分 施　　設　　名 工　　種 受益面積 事業量 事業費

新津郷区 小向揚水機場 主ポンプ整備 748.0 ha 1.0 式 11,664,000 円

維 持 管 理
適 正 化 事 業

〃 水田低位部第８揚水機場 主ポンプ整備 227.7ha 1.0 式 7,290,000 円

〃 水田低位部第７揚水機場 主ポンプ配管整備 92.8ha 1.0 式 8,035,200 円

新津東区 中央排水機場 除塵機整備 336.0ha 1.0 式 13,608,000 円

〃 県営低位部第３号支線用水路
第１種金屋分水工ゲート ゲート整備 － 1.0 式 5,281,200 円

農山漁村振興交付金
（基盤整備促進）

新津郷区 小向水田 農 道 整 備 88.3ha 1.0 式 14,400,000 円

新津東区 岡田中新田 農 道 整 備 157.5ha 1.0 式 76,530,000 円

農 地 耕 作 条 件
改 善 事 業

新津郷区 新津郷５ 暗 渠 排 水 － 15.33ha 22,995,000 円

〃 新津郷小須戸 区 画 拡 大
暗 渠 排 水 － 2.19ha

2.08ha
2,368,000 円
3,246,000 円

土 地 改 良 施 設
ＰＣＢ廃棄物処理
促 進 対 策 事 業

新津郷区 水田低位部第８揚水機場 ＰＣＢ廃棄物処理
に伴う運搬費 227.7ha 1.0 式 226,800 円

新 潟 市 農 業 土 木
支 援 事 業

新津郷区 大鹿 排 水 路 5.4ha Ｌ＝ 187.5 ｍ 4,298,400 円

〃 北潟 排 水 路 6.0ha Ｌ＝ 90.0 ｍ 3,888,000 円

〃 矢代田第１ 排 水 路 9.3ha Ｌ＝ 86.0 ｍ 1,641,600 円

県 単 農 業 農 村
整 備 事 業 新津東区 岡田中新田 農 道 整 備 157.5ha Ｌ＝ 50.0 ｍ 1,944,000 円

国及び県、市の補助事業により以下の工事を実施しました。

➡➡

➡➡

平成28年度　事 業 実 施 状 況平成28年度　事 業 実 施 状 況

農山漁村振興交付金（基盤整備促進）
〈小向水田農道整備〉

〈岡田中新田農道整備〉
着手前 竣　工

着手前 竣　工
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　　下記指定金融機関に『振込依頼書』を持参の上、当土地改良区預金口座へお振込下さい。

※ 上記指定金融機関から『振込依頼書』を使用した場合の振込手数料は、無料です。
 その他金融機関からの振込手数料は、本人負担となります。

　　【指定金融機関】 ◆ 新津さつき農業協同組合　各支所
◆ にいがた南蒲農業協同組合　田上支店
◆ 北越銀行　全店
◆ 第四銀行　全店
◆ 大光銀行　全店

１．金融機関へ納付の方

　　「振込依頼書」を持参の上、当事務所窓口へお越し下さい。

２．直接当土地改良区へ納付の方

　預金口座振替を依頼されている方は、10月16日（月曜日）に『賦課金納付通知書』に記載
された金額が届出預金口座から引き落とされます。
　尚、組合費の引落しは当日１日限りですので、前日までに必ず預金残高をご確認下さいま
すようお願いいたします。

一、組合員の変更、農地の異動があったとき
　○　組合員の死亡
　○　農業者年金受給等による経営移譲
　○　売買、交換、利用権設定等

二、農地を転用するとき
　○　宅地等への転用
　○　公共用地への転用

（注）上記の手続きを行わないと、賦課台帳が変更
　　　されませんのでご注意下さい。

納 付 方 法 に つ い て納 付 方 法 に つ い て

預 金 口 座 振 替 の 方 へ預 金 口 座 振 替 の 方 へ

このような場合、必ず土地改良区で手続きをして下さい
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平成29年度　賦課金（組合費）

賦課金徴収方法

＊賦課金納付書通知日　　平成29年９月25日（月）

＊預 金 口 座 振 替 日　　平成29年10月16日（月）　

新津郷区
田 12,000円

（10ａ当り）
畑 6,866円

新津東区
田 7,000円

（10ａ当り）
畑 5,200円

納期限後は下記過怠金が加算されますのでご注意ください

＊ 延 滞 金 平成29年10月27日（金）より延滞金が加算

＊ 延滞金利率 年9.0％

＊ 督促手数料 督促状発送の場合108円加算

賦課金の納入は口座振替をお奨めします

安心安心 口座振替にすると納め忘れがありません

便利便利 金融機関に出向く手間と時間が省けます

預金口座振替日 平成29年10月16日

納入期限日 平成29年10月26日

預金口座からの引落しは10月16日一回のみとなりますので、

充分ご注意ください

預金口座振替日 平成29年10月16日

納入期限日 平成29年10月26日


